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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
只今ご紹介に預かりました宮坂建設工業株式会社　札幌支社　土木営業部　課長　吉井と申します。皆様、本日は大変お忙しい中　当セミナーにご出席頂き　誠にありがとうございます。本日の　『i-constructionセミナー目的　（軟弱地盤工事における課題）』について発表させて頂きます。
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･ICT土工(河川土工･道路土工)

･ICT舗装工

･ICT浚渫工

･ICT法面処理工

･ICT舗装修繕

･i-Bridge

･i-Gesuido(推進)    【H33年度より試行？】

現在の i-Construction 該当工種

H29年度 新規取り組み

H30年度 試行導入

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日の　『i-constructionセミナー目的　』は現在の i-Construction 該当工種は、ICT土工ICT舗装工ICT浚渫工ICT法面処理工ICT舗装修繕i-Bridege アイ・ブリッジi-Gesuidou アイ・ゲスイドウと、７工種がありますが弊社は、
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～ ICT軟弱地盤工の

実現を目指す～

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ICT 軟弱地盤工　の　実現を目指したいと考えています。



宮坂建設工業㈱

・通常の盛土よりも管理する項目が多い

･盛土の沈下量管理

･地盤の動態観測に基づいた安定管理

【盛土の安定性を管理しながら施工】

【ICT土工の活用が困難】

【出来形管理等の施工管理が困難】

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ではなぜ、ICT 軟弱地盤工　の　実現を目指す必要があるのか軟弱地盤工事の盛土については、盛土の安定性を管理しながら施工するため通常の盛土よりも管理する項目が多くひとつに･地盤の動態観測に基づいた安定管理ひとつに･盛土の沈下量管理　があります。次ぎに、ICT土工の活用が困難ですまた、出来形管理等の施工管理が困難な状況です以上、何点かの問題点があります。この事から、軟弱地盤工事の土工においてはICT施工の活用がされず、生産性の向上を図る事が困難な状況です。その為、弊社として、ICT施工の活用として新たな取組みを、試行実施をしました。またこの事から、ICT軟弱地盤工の、要領・基準類の策定のはじまりの、ひとつになればと考えています。
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北島遊水地

面積
約２００ヘクタール
洪水調節容量
約９５０万立方メートル

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、試行実施を行っている　工事現場の紹介を、させて頂きます。施工箇所は、恵庭市に位置します。北島遊水地の工事の１つと、なっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
発注者：札幌開発建設部　千歳川河川事務所工事名：石狩川改修工事の内 北島遊水地西７線周囲堤外工事工事概要：施工延長 Ｌ＝約１１０m　　　　　　　　　　　　　　河川土工　盛土工Ｖ=24,500m 3 盛土高　約５ｍ　　　　　　　　　　　　　　地盤改良工　固結工：中圧噴射撹拌　計1139　本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φ1600　改良深度　13.8～14.0
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、軟弱地盤工事における課題の前に現状の、ICT施工の作業手順フローですが
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④～⑥
三次元点群データ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次ぎに、空中写真撮影より、生成した計測点データをソフトにより、数値編集　や　点密度の調整　・　補間作業により3次元点群データを　作成しサーフェスモデル（TIN)の作成となります。『面的な地形測量の計測データ』　
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⑨三次元設計データ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次ぎに３次元地形データ・発注図書を用いて、3次元設計データを、作成します。
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⑩三次元設計データ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次ぎに3次元　施工データについては、盛土　敷均し厚さ毎分の　層状データを施工時の　排水勾配などを、考慮して作成したものです。このデータを、ICT建機に入力します。
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⑯数量算出データ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に３次元出来形管理等の、施工管理を行っていきます。確認された３次元施工管理データを、工事完成図書として納品する。また、事前の地形測量データ　と　3次元出来形結果を用いて、出来形数量の算出を、行う事ができます。
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・軟弱地盤工事における課題

軟弱地盤 においては、なぜ

『ICT土工』の活用は、

困難なのか？

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では、軟弱地盤工事における課題軟弱地盤 においては、　なぜ　『ICT土工』の活用は、　困難なのか？
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『載荷』により、沈下が生じる

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
軟弱地盤工事においては地盤改良工を実施していますが『載荷』により、沈下が生じます。この事による、課題は、２つ　あります。
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課題：１

・軟弱地盤 緩速載荷盛土においては、

『載荷』により、沈下が生じ

当初の、３次元施工データと

【施工高さに差異】が生じる為、

施工毎に、【施工データの調整】が、

必要となります。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
軟弱地盤 緩速載荷 盛土においては、『載荷』により、沈下が生じ当初の、３次元施工データと【施工高さに差異】が生じる為、施工毎に、【施工データの調整】が、必要となります。
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当初の３次元施工データに、

よってICT施工が、施工される為

『載荷』による、『沈下』で

【施工高さに差異】が生じる。

【現状】

○層目：沈下

○層目：当初 まき出し厚ライン

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
図により、説明致します当初の、3次元施工データが　黒いラインとなり載荷による、沈下で、赤いラインとなります。これが、沈下によって生じた、施工高さの差異です。軟弱地盤工事においては、この　施工高さの差異　を施工毎に、　施工データの調整　が必要となります。
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３次元施工データの、【施工毎の調整】は

測量時間・データ作成時間・工程の遅延

という現状から、『ICT土工』の活用が

困難である要因の、１つです。

【現状】

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
３次元施工データの、【施工毎の調整】は測量時間・データ作成時間・工程の遅延という現状から、『ICT土工』の活用が困難である要因の、１つです。弊社においては、この現状の課題について試行実施致しました。この後、藤原　より　説明したいと思います。
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課題：２

・軟弱地盤の盛土は、地盤が、

『載荷』による、『沈下』で

ICT技術を用いて

地表面を測定しても、沈下した

土量は、計測不可能であり

【盛土量の算出】が困難です。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ふたつめ、の課題ですが軟弱地盤の盛土は、地盤が、　『載荷』による、『沈下』で　ICT技術を用いて　地表面を測定しても、沈下した　土量は、計測不可能であり　【盛土量の算出】が困難です。
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UAVを用いた出来形測量では、
地表面を測定しても
沈下した土量は、計測不可能である為
出来形数量が、算出できない。

計測可能範囲

計測不可能範囲

【現状】

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
UAVを用いた出来形測量では、地表面を測定しても沈下した土量は、計測不可能である為出来形数量が、算出できません。
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軟弱地盤の盛土は、動態観測の計測値

（沈下板）により、地盤線を補正し、

最終盛土量を算出しています。

【現状】

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
軟弱地盤の盛土は、動態観測の計測値（沈下板）により、地盤線を補正し、最終盛土量を算出しています。
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【現状】

0 10 20 30-10-20

沈下板により、地盤線の補正

沈下板
当初 ３次元設計データ

沈下後 盛土ライン

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
図により、説明致します黒いラインが、当初　３次元設計データ赤いラインが、沈下後の　盛土ラインです緑のラインの沈下板の計測値により、ピンクのラインのように、地盤線を補正し、最終盛土量を算出しています。
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【対応案】

『出来形数量算出』をするために

ICT技術を活用し、算出する為に

『ICT技術』と『従来の方法』を

組み合わせて、検討しました。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では、弊社が提案した、対応案は『出来形数量算出』をするためにICT技術を活用し、算出する為に『ICT技術』と『従来の方法』を組み合わせて、検討しました。
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計測可能範囲

計測不可能範囲

【対応案】

沈下板

当初３次元地形データ

最終盛土ライン

厚さ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
図にしめすように上の、計測可能範囲　については当初の３次元地形データ　と　最終盛土ラインから､　『盛土量の算出』　と　『厚さ』　を　算出する事が、可能です
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計測不可能範囲

【対応案】 計測不可能範囲は、
沈下板の計測値から、地盤線を
補正した横断図を作成し、
平均断面にて出来形数量を算出する。

沈下板

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
計測不可能範囲は、従来の方法である沈下板の計測値から、地盤線を補正した横断図を作成し、平均断面にて出来形数量を算出する。
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従来の、『横断測量』『平均断面』からの、

『出来形管理』『数量算出』に対して

『ICT技術』と『従来の方法』を

を用いる事で、管理・検査においても、

省力化になると、考えています。

【対応案】

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
対応案として従来の、『横断測量』『平均断面』からの、『出来形管理』『数量算出に対して『ICT技術』と『従来の方法』をを用いる事で、管理・検査においても、省力化になると、考えています。
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課題：１ ICT施工において、『沈下』による
【施工データの調整】が、必要

【軟弱地盤工事における課題】

課題：２ 『沈下』により、
地盤高が変動する為、
【出来形管理】【数量算出】が、困難

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まとめとして、軟弱地盤工事における課題　は課題：１　ICT施工において、『沈下』による　【施工データの調整】が、必要ですこちらは、　この後　、詳しく発表させて頂きます。課題：２　『沈下』により、地盤高が変動する為、【出来形管理】【数量算出】が、困難であるこちらは、　現在　試行実施中のため　対応案として、発表させて頂きました。以上の　２つについては、これから先　施工完了後の結果をふまえ　改善が必要と考えています。
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宮坂建設工業(株)は、

これからもICT等を活用し、

誰もが働きやすい、建設現場を

目指し生産性を、

高める新技術の試行を

追求して参ります。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後になりますが宮坂建設工業(株)は、これからもICT等を活用し、誰もが働きやすい、建設現場を目指し生産性を、高める新技術の試行を追求して参ります。ご清聴ありがとうございました。
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